
   
 

 

☆☆☆前号（９月号）に引き続いて「大学入学共通テスト」に臨む注意と心構えを中心に掲

載いたしました。是非参考にして下さい。☆☆☆ 注：この通信の到着時、出願は終了 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者の皆様へ     理事長・校長 福島新四郎 
 浪人生は 10 月・11 月の時期が一番辛い時です。全国模試が多くあり、そのたびに一喜一憂

します。中には、憂鬱だけで、成績停滞状態にいる生徒もいます。周り（家族）も暗くなって

しまいます。この時期の乗り越え方をアドバイス。 

先ず、受験勉強は難しいから価値があるのです。少しの努力で成果が出るのであれば、皆 

「医大生」「北大生」「早慶生」です。 

次にこの時期は、努力目標を「一日単位」、せめて「一週間単位」と短期間にすることです。

そしてより具体的な学習目標に設定すること。目標を近づけ、具体化することで、日々の課題

に追われ、余計なことを考える時間がなくなります。受験勉強は、やり方を間違えなければ、

努力しただけ、必ず成果が出ます。いわゆる特別な才能は要らないのです。特に伸び悩む教科

科目については必ず担任又は、教科・科目担当の先生に学習のやり方を相談して下さい。 
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クラズ通信 

（１）  大学入学共通テスト（新制度）のまとめ 

 

毎年 50 万人を超える受験者を集め、一定の評価を得ていた「大学入試センター試験」に替

わるものとして、来年から実施の「大学入学共通テスト」（以下「共通テスト」）は出願も

終わり（10 月 8 日出願締切）、いよいよ新年早々の受験となります。 

英語の外部試験導入の中止、記述問題の導入中止、ジャパン e ポートフォリオ※導入も事

実上の中断、又「第二日程」（後述）の設定等「共通テスト」の実施に際しては当初種々混

乱もありました。変更点については実際受験する皆さんに向けて一助となる教科別ポイン

トを前号に掲載致しましたが、引き続き今月号で下記の内容を載せましたので、御一読下

さい。 

 

※ジャパン e ポートフォリオ：高校生の「学びのデータ」を電子化して教員と共有すことで進 

学や就職に活用するもの＜大進研入試の手引きより＞    

                                             

〇「共通テスト」問題作成方針       ＜文科省が今年の 1 月に発表したポイント３点＞

① センター試験の良問を受け継ぐ問題作成 

② 大学教育の基礎力となる「知識・技能」や「思考力・判断力・表現力」を問う問題作成  

③ 学習過程を意識した問題を重視   

 

以上かなり抽象的な作成方針なので、試行テストの内容を吟味したうえで、予想される具体的な変

化と内容を教科別に検討したものが前月号掲載の表です。  ※ HP に up 中、ご覧下さい。      

英数国を中心に全教科について、内容的にはかなり傾向が異なってくることが予想されています。 

                                                  ＜裏面に続く＞ 



 
 

 

 

 

 

今後の予定はＱＲ

コードでＨＰに 

アクセスしてご覧

下さい。 

札幌市北区北 37 条西 3丁目 3－15 

Emai：classe-jimu@classeunique.ac.jp 

📞011―716―7162 

＜今後の予定＞ —————10 月、11 月予定の中でピックアップ事項 

 

〇 道内国公立・道内私大の願書は当校で取り寄せ―10 月末～12 月にかけて取り寄せ、配布 
「大学入学共通テスト」の出願も終わり、いよいよ「どこを受験するか」という志望大学の的を

絞る段階となりました。これから出てくる全国模試の複数結果を踏まえて、担任、本人、保護者

の中で決定し、できたら複数のチャンスを見据えて担任から必要願書数を集計して取り寄せ

ます。 

但し今年は国公立、私立に関わらず「ネット出願」も多くなっています。 

〇 インフルエンザ予防接種 

   麻生本校予備校内にて 10 月 28 日（水）１３：００～１４：００ 

              11 月 9 日（月）    同上 

        ※勿論「任意」となります。詳細については同封の別紙をご覧下さい。 

〇 後期三者面談 

     11 月 28 日（土）  ※受験大学についての最終確認面談です。 

     11 月 29 日（日）  日程、時間のお申し込みは次号 11 月の紙面でお知らせ致します。

 

（２） コロナ禍の下での２０２１年入試                     

                                               

 今回のコロナ禍によって、共通テストや一般入試の動向が予想しにくいため、早めに進学先を決

定したいという受験生心理が、総合型選抜（旧 AO 入試）や学校推薦型の入試に向かわせる傾向が

強くなって、前回以上の超安全志向の受験動向になる可能性が大いにあり得ます。 

さらには、このコロナ禍は各高等学校間の学習進度をバラバラにしてしまったようです。かなり

遅れてしまったところもあれば、逆に学校行事（学校祭等）の中止に伴って、モチベーションを進

学に切り替える時期が早まり、結果としてあまり影響を受けていないところもあるようです。その

ような状況下では、例年以上に共通テストにおける得点分布に開きが出たり、学校間・地域間の格

差が激しくなってしまう可能性が大いにあります。 

 更に、コロナ禍に伴い、多くの大学が、感染した受験生の救済措置を講じたり、個別学力試験を

取りやめにしたりするようです（横浜国立大学等）。私大の中には、感染して個別学力試験を受け

られなかった受験生の救済措置として共通テストの成績で合否判断する「振替」を認める事を表明

した大学（法政大・関西大等）さえあります。結果として、例年以上に共通テストの重要度が高ま

ってくる可能性が高いのです。 

又、共通テストの終了後に行われるリサーチについても大いに不安が残ります。なにしろリサー

チを実施するどの業者にとっても、初めての共通テストですから、目標得点率の変更（60％→50%）

と相まって、判定に関しての不安を払拭できない可能性があります。 

いつも以上に、受験生本人、保護者、担任を交えての慎重且つ万全の出願検討が求められること

と考えます。 


